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（1903～1981）

　学校創立者。喜多郡長浜町（現、大洲市）出身。愛媛県立大洲
中学校（現、県立大洲高等学校）在学中に上京し、東京高等主計
学校を経て日本大学を卒業する。昭和６（1931）年に帝京商業学
校を創立し、以来、私立学校経営に取り組んだ。荘兵衛は、第
二次世界大戦後の苦難を乗り越え、帝京大学を頂点とした幼稚
園に至るまでの一大総合学園に発展させ、現在の帝京グループ
の礎を築いた。愛媛県内には、帝京第五高等学校及び同冨士分
校（後に同冨士校、帝京冨士中学校・冨士高等学校と変遷して
令和３年廃止）、愛媛帝京短期大学（昭和46年廃止）、冨士中学
校（後に、帝京第五高等学校冨士校に併設）、三葉幼稚園を設立
し、郷里の私立学校教育に尽力した。
　また、柔道は講道館柔道９段の実力を持ち、東京都防犯連合
会会長などを務め、柔道界の発展や警察の防犯活動にも尽力し

た。「努力は実力を生み、実力は自信を養い、自信は興味を倍加する」を活動理念とした。

略 歴
明治36（1903）年12月８日 　喜多郡長浜町駒手町に生まれる。
大正12（1923）年　　　　 　東京高等主計学校を卒業
大正15（1926）年３月　　 　日本大学を卒業
昭和６（1931）年　　　　 　東京府渋谷町（現、東京都渋谷区）に財団法人帝京商業学校を設立
昭和18（1943）年　　　　 　帝京中学校（現、帝京中学校・高等学校）を創立
昭和37（1962）年４月　　 　帝京第三高等学校、帝京短期大学を創立
昭和38（1963）年　　　　 　大洲市新谷に帝京第五高等学校を創立
昭和41（1966）年　　　　 　帝京大学（経済学部・文学部）を設立
昭和42（1967）年　　　　 　帝京大学に法学部を設置
昭和46（1971）年　　　　 　帝京大学に医学部を設置
昭和47（1972）年　　　　 　全日本柔道連盟国際委員長に就任
昭和54（1979）年　　　　 　財団法人帝京育英財団を創設
昭和56（1981）年２月21日 　77歳で永眠

〈関連図書〉
 ・長浜町誌編纂会『長浜町誌』　長浜町　1975年
 ・愛媛冲永学園帝京第五高等学校『帝京第五高等学校二十周年記念誌』　帝京第五高等学校　1983年
 ・『愛媛県人名大事典』　愛媛新聞社　1987年
 ・愛媛県史編さん委員会『愛媛県史　人物』　愛媛県　1989年
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